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⽇清紡グループ 温室効果ガス排出量データ 2022 

 

温室効果ガス排出量 

⽇清紡グループの温室効果ガス排出量 2022 年度実績は、438.0 千 t-CO2e と前年度温室効果ガス排出量⽐ 23％減
少しました。エネルギー起源の温室効果ガスは、繊維事業で⽯炭ボイラーによる⾃家発電設備を停⽌し買電へ変換したこと、 
ブレーキ事業で太陽光・⾵⼒・⽔⼒発電由来のグリーン電⼒に、繊維事業で地熱発電由来のグリーン電⼒に切り替えが進んだ
ことなどにより排出量が⼤幅に減少しました。 

⾮エネルギー起源の温室効果ガスのうち 84％を PFCs（パーフルオロカーボン類）が占めました。これは主として⽇清紡マイクロ
デバイス(株) の半導体製品製造⼯程から排出されたものです。 

温室効果ガス排出量の推移 

 

※ 当社は 2018 年に、決算⽇を 3 ⽉ 31 ⽇から 12 ⽉ 31 ⽇に変更しました。これに伴い経過期間となる連結会計年度
は、変則的な決算となっています。このため 2018 年度は、当連結会計年度と同⼀期間の 12 カ⽉間となるように組み
替えた調整後参考値を記載しています。 

 

☑ 



 
Scope 別温室効果ガス排出量の推移 

(千 t-CO2e) 

  区分 
 

2018 
(参考値)※ 

2019 
 

2020 
 

2021 
 

2022 
 

温
室
効
果
ガ 
ス
排
出
量 

Scope1 

(エネルギー起源＋ 
⾮エネルギー起源) 

263.4 243.8 246.7 237.9 134.6 

(エネルギー起源) 187.0 183.1 187.7 173.7 66.7 

(⾮エネルギー起源) 76.3 60.7 59.0 64.2 67.9 

Scope2 (エネルギー起源) 373.0 348.6 317.4 329.4 303.4 

Scope1+Scope2 
(エネルギー起源＋ 
⾮エネルギー起源) 

636.3 592.4 564.1 567.4 438.0 

※ 上記の温室効果ガス排出量の推移グラフ同様の参考値を⽰しています。 

☑を付したデータは、デロイト トーマツ サステナビリティ株式会社による独⽴した第三者保証を受けています。 

【算定⽅法】 

・Scope1︓ 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[燃料使⽤量×CO2 排出係数※1]  
⾮エネルギー起源温室効果ガス排出量=⾮エネルギー起源 CO2 排出量+Σ[CO2 以外の温室効果ガス排出量×地球 
温暖化係数※2] 

※1 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使⽤しています。ただし⽯炭は熱量の実測値に基づき
算出した係数を使⽤しており、2022 年度は 1.896 t-CO2/t を使⽤しています。 

※2 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく地球温暖化係数 

・Scope2︓ 
エネルギー起源温室効果ガス排出量＝Σ[購⼊電⼒量・購⼊蒸気量×CO2 排出係数※3] 

※3 購⼊電⼒は、⽇本国内は 「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく電気事業者別の調整後排出係数、 
海外は電気事業者別の排出係数または⼊⼿困難な場合は「IEA Emissions Factors」の最新の国別排出係数
を使⽤しています。2021 年度以前のデータは、「IEA Emissions Factors 2021」の各年の国別排出係数を使⽤
しています。購⼊蒸気は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく排出係数を使⽤しています。 

☑ 



【対象組織】 

2022 年度の集計の対象組織は、当社および連結⼦会社 99 社の計 100 社です。 
 

環境データの第三者保証 

⽇清紡グループは、温室効果ガス排出量（Scope1, Scope2）の環境パフォーマンスデータの信頼性向上のため、デロイト 
トーマツ サステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。  




